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　�　　�福祉と介護、�
福祉と医療のたすき掛け�
谷山哲浩理事長

　�　　�【職員研修特集】 
全体職員研修�
福祉サービスのスキルと
モラルを磨く「福祉人財
人間力向上研修」

新人職員・集合研修 
「基礎社会人研修・障害
基礎研修・虐待防止研修」

　�　　�【ご寄付のお礼】�
マスクやアルコール消毒
液をいただきました！�
杉並区社会福祉協議会様・�
京セラ株式会社様

地域の子ども食堂や�
福祉団体に、食パンを
無償提供�
パン工房プクプク・�
ぷくぷく食麺麭

東京消防庁より感謝状

法人見学ツアーについて
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の
実
現
の
た
め
に
、「
揺
り
か
ご
か
ら
墓
場

ま
で
の
、
切
れ
目
な
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
」
を

提
供
し
、「
ど
ん
な
に
障
が
い
が
重
く
て
も
、

働
く
こ
と
で
社
会
参
加
し
、
自
立
を
促
す
」

こ
と
、「
親
亡
き
後
も
、
住
み
慣
れ
た
地
域

で
安
全
安
心
、
健
康
に
暮
ら
せ
る
」
こ
と
を

ミ
ッ
シ
ョ
ン
と
し
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
理
念
や
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
達
成
す

る
た
め
に
、
私
た
ち
が
常
日
頃
、
課
題
と
し

て
い
る
の
は
、「
さ
ま
ざ
ま
な
提
供
サ
ー
ビ

ス
を
連
携
・
協
働
さ
せ
る
こ
と
で
、よ
り
ニ
ー

ズ
の
高
い
支
援
・
サ
ポ
ー
ト
を
実
現
す
る
」

こ
と
で
す
。
そ
れ
を
、「
福
祉
と
介
護
、
あ

る
い
は
福
祉
と
医
療
の
た
す
き
掛
け
」
と
い

う
言
葉
で
示
し
て
い
ま
す
。
具
体
的
な
取

り
組
み
と
し
て
は
、
親
亡
き
後
の
障
が
い
者

の
暮
ら
し
を
支
え
る
た
め
、「
高
齢
化
・
重

度
化
に
対
応
で
き
る
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
（
共

同
生
活
援
助
事
業
）」
で
暮
ら
し
を
支
え
る

と
と
も
に
、「
障
が
い
が
重
い
方
で
も
工
賃

が
得
ら
れ
る
よ
う
な
通
所
施
設
（
生
活
介

護
・
就
労
継
続
支
援
B
型
お
よ
び
A
型
）」

で
賃
金
を
得
て
い
た
だ
き
、
障
が
い
者
年
金

と
合
わ
せ
て
地
域
生
活
が
送
れ
る
よ
う
に

支
援
す
る
こ
と
で
す
。
さ
ら
に
は
、「
24
時

間
3
6
5
日
の
安
全
安
心
を
担
保
す
る
訪

問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」
が
、
そ
の
専
門
性

を
活
か
し
た
看
護
・
医
療
的
ケ
ア
を
連
携

さ
せ
る
こ
と
で
、
障
が
い
者
の
方
々
の
地
域

生
活
は
よ
り
豊
か
で
充
実
し
た
も
の
に
な

る
で
し
ょ
う
。

こ
う
し
た
「
福
祉
と
介
護
、
福
祉
と
医

療
の
た
す
き
掛
け
」
を
、
さ
ら
に
「
福
祉
と

教
育
、
福
祉
と
農
業
の
た
す
き
掛
け
」
へ
と

つ
な
げ
て
い
く
こ
と
が
、「
い
た
る
式
地
域

包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」
構
想
の
原
点
と
な
り

ま
す
。
す
で
に
、
若
年
層
の
引
き
こ
も
り
の

就
労
支
援
を
無
料
で
行
う
職
業
体
験
校
や
、

不
登
校
生
に
対
応
し
た
広
域
通
信
制
高
校

な
ど
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
別
法
人
で
先
行

し
て
推
進
し
て
お
り
、
そ
の
ス
キ
ル
や
経
験

値
を
蓄
え
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
社
会
福
祉
法
人
と
し
て
の
第
一

義
は
、
国
が
指
定
し
た
本
来
的
な
福
祉
サ
ー

ビ
ス
を
持
続
継
続
的
に
、
安
定
し
て
提
供

す
る
こ
と
で
す
。
急
速
な
事
業
拡
大
に
よ
っ

て
、職
員
に
過
度
な
負
担
を
か
け
る
こ
と
は
、

ご
利
用
者
様
へ
の
支
援
を
損
な
う
こ
と
に

も
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

ア
フ
タ
ー
・
コ
ロ
ナ
時
代
に
あ
っ
て
も
、

そ
の
脅
威
に
屈
す
る
こ
と
な
く
、
法
人
と

職
員
が
一
丸
と
な
り
、
ご
利
用
者
様
と
ご

家
族
の
皆
様
に
ご
満
足
い
た
だ
け
る
サ
ー

ビ
ス
を
お
届
け
す
る
た
め
、
邁
進
し
て
ま

い
り
ま
す
。

今
後
と
も
、
社
会
福
祉
法
人
い
た
る
セ

ン
タ
ー
に
、
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
ご
鞭
撻
の

ほ
ど
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

日
頃
は
、
社
会
福
祉
法
人
い
た
る
セ
ン

タ
ー
に
多
大
な
る
ご
支
援
ご
鞭
撻
を
賜
り
、

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
お
か
げ
さ

ま
で
、
9
月
15
日
現
在
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
拡
大
下
の
な
か
、
当
法
人
で

は
ご
利
用
者
様
お
よ
び
職
員
に
つ
い
て
も
、

感
染
者
は
1
名
も
出
て
お
ら
ず
、
あ
り
が

た
く
思
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
も
ひ
と
え
に
、
健
康
管
理
と
衛
生

管
理
、
感
染
予
防
を
徹
底
し
て
行
っ
て
き
た

職
員
お
よ
び
ご
利
用
者
様
、
保
護
者
の
皆

様
の
ご
努
力
に
よ
る
も
の
で
、
心
か
ら
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

先
日
、
私
は
高
齢
者
に
福
祉
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
す
る
某
社
会
福
祉
法
人
に
招
か

れ
、
講
演
を
行
っ
た
際
、
さ
ま
ざ
ま
な
お

話
を
伺
っ
て
き
ま
し
た
。
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
で
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
罹
患
者
が
発
生
し
た
影
響
を
受
け
、

運
営
的
に
も
大
き
な
打
撃
を
受
け
た
そ
う

で
す
。
ウ
イ
ズ
・
コ
ロ
ナ
時
代
の
福
祉
施

設
運
営
の
難
し
さ
を
痛
感
い
た
し
ま

し
た
。

私
た
ち
社
会
福
祉
法
人
い
た
る
セ
ン

タ
ー
は
、「
自
立
と
共
生
を
求
め
て
、
個
性

が
響
き
あ
う
、
し
な
や
か
な
社
会
を
目
指

す
」
を
理
念
と
し
、「
す
べ
て
の
多
様
な
人
々

が
、
一
人
も
取
り
残
さ
れ
な
い
地
域
や
社
会

を
つ
く
る
」
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
そ

い
た
る
賛
助
会
入
会
の
ご
案
内

　
「
い
た
る
賛
助
会
」
で
は
「
い
た
る
セ
ン
タ
ー
」

の
活
動
を
支
援
し
て
い
た
だ
け
る
方
を
募
集
し
て

い
ま
す
。

　
「
幸
せ
な
地
域
社
会
を
作
り
た
い
」
が
こ
の
会

設
立
の
趣
旨
で
あ
り
ま
す
。

年
会
費　
　

１
口
５
千
円
（
何
口
で
も
可
）

郵
便
振
り
込
み　

０
０
１
１
０ 

７ 

１
２
８
９
２

（
問
）
３
３
９
２-

７
３
４
６ 

事
務
局 

山
本
ま
で

福
祉
と
介
護
、
福
祉
と
医
療
の
た
す
き
掛
け

�

社
会
福
祉
法
人
い
た
る
セ
ン
タ
ー
　
理
事
長
　
谷た

に
や
ま山

　
哲て

つ
ひ
ろ浩

9月11日、谷山哲浩理事長に、「いたる訪問看護ステーション」の荒居看護師、
細谷看護師の両名が同行し、社会福祉法人にて職員研修の講演を行いました
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社
会
福
祉
法
人
い
た
る
セ
ン
タ
ー
で

毎
年
4
回
開
催
さ
れ
る
総
合
職
員
研
修

で
、
昨
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
「
福

祉
人
財
人
間
力
向
上
研
修
」。
介
護
や

支
援
の
技
術
ス
キ
ル
、
接
遇
マ
ナ
ー
な

ど
の
ソ
ー
シ
ャ
ル
ス
キ
ル
の
土
台
に
な

る
の
は
「
人
間
力
」
で
す
。「
人
間
」

と
し
て
、「
組
織
人
」
と
し
て
、
ま
た

は
「
職
業
人
」
と
し
て
　
人
間
力
を
磨

く
こ
と
で
、
生
き
る
上
で
の
心
構
え
で

あ
る
「
土
台
」
を
し
っ
か
り
作
り
上
げ

る
研
修
で
す
。
講
師
は
、
社
会
保
険
労

務
士
法
人
「
ヒ
ュ
ー
マ
ン
ス
キ
ル
コ
ン

サ
ル
テ
ィ
ン
グ
」
の
代
表
で
あ
る
林
正

人
氏
。
こ
れ
ま
で
多
く
の
介
護
職
や
医

療
職
、
保
育
職
に
就
く
方
々
が
、
こ
の

研
修
を
受
講
し
て
い
ま
す
。

こ
の
研
修
は
全
6
回
で
行
わ
れ
、「
福

祉
・
医
療
の
現
場
で

は
た
ら
く
こ
と
の
意

義
」、「
福
祉
・
医
療

サ
ー
ビ
ス
の
質
を
高

め
る
人
間
力
と
は
」、

「
福
祉
・
医
療
の
現

場
で
具
体
的
に
何
を

実
践
す
れ
ば
い
い
の

か
」、「
福
祉
・
医
療

現
場
で
必
要
な
人
間

力
の
4
つ
の
要
素
」、

「
研
修
で
気
づ
い
た

こ
と
を
現
場
で
続
け
て
い
く
た
め
の
コ
ツ
」

に
つ
い
て
講
義
が
構
成
さ
れ
て
お
り
、
第
1

回
と
第
2
回
を
2
月
、
第
3
回
を
8
月
に
受

講
し
ま
し
た
。

第
1
回
で
は
、
自
ら
の
人
生
の
経
営
者
と

し
て
目
的
を
持
ち
、
自
分
が
一
番
努
力
し
た

志
事
（
し
ご
と
）
を
天
職
と
し
て
い
く
こ
と
、

第
2
回
で
は
、
人
間
力
は
人
間
性
と
形
（
表

情
・
態
度
・
所
作
・
言
葉
・
行
動
）
で
で
き

て
お
り
、
素
晴
ら
し
い
心
が
あ
っ
て
も
、
そ

れ
を
形
に
し
て
表
現
で
き
な
け
れ
ば
伝
わ
ら

な
い
。
ま
ず
は
「
あ
い
さ
つ
（
相
手
の
存
在

を
認
め
て
心
を
通
い
合
わ
せ
る
行
為
）」
を

徹
底
す
る
こ
と
で
、
職
場
や
組
織
は
大
き
く

変
わ
る
こ
と
、
第
3
回
で
は
、
重
要
な
形
で

あ
る
「
言
葉
」
と
「
笑
顔
」
に
つ
い
て
、
内

な
る
言
葉
を
肯
定
的
に
変
え
る
こ
と
、
笑
顔

は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
た
め
の
自
己
表

現
で
あ
る
こ
と
、
な
ど
を
学
ん

で
き
ま
し
た
。（
第
4
回
か
ら

第
6
回
の
研
修
に
つ
い
て
は
、

各
事
業
部
で
開
催
さ
れ
ま
す
）

全体職員研修にて、第1回人間力向上研修を受講する職員たち

あいさつは、個人・法人・

施設の第一印象になると思

います。スタッフがきちんと

あいさつできれば、素敵な

施設になると思う�

ご利用者様やご家族の皆様に、積極

的にあいさつし、良好な人間関係を

構築できれば、と感じました。�

この仕事を天職だと思っているので、自

分がいま置かれている場所で、小さく

ても花を咲かせることができるよう、

日々働いていきたいと思いました。�

仕事への取り組み方ひとつで人生

が変わるという言葉に、何を目的

にして働いているのかを考え、良

い人生にしたいと思った。�

凡事徹底が大切だと、

あらためて気づかされ

ました。�

「世の中には、幸せなことも不

幸せなことも存在せず、そう思

う心だけが存在する」という

言葉に感銘を受けた。�

自分の気持ち次第で働き方は変えること

ができるのだ、と感じました。日々、

意識して人間力を高めていきたいと思

います。�

あいさつひとつで気分や空気が変

わると思うので、今日からでも実践

していきます。�

介護・支援の基本は人間力だと思う。高齢者・

障がい者は社会的な弱者かもしれないが、

一人の対等な人間として向き合う私達の人間

力が問われていると思う。�

プラスの言葉を発する人や笑顔が素敵な人

は、自然と人が集まってくると思う。そのよ

うな人になれるように努力したい。�

当たり前のことを当たり前にする難

しさ、相手が喜ぶことなど、日常

のなかで意識していきたい。�

「働く」より「傍楽」自分になります。

そう思うだけで義務感がなくなり、気

持ちが明るくなります。�

「不平不満」より「感謝」というフレー

ズが印象的でした。考え方を変えれ

ば、生み出される結果が大きく変わる

と思いました。�

はたらくという言葉は、傍（はた）

を楽（らく）にするという解説が印

象的でした。グループワークでは、

この言葉には自分も楽にする、とい

う考え方もあることを知り、心の持

ち様で苦しくも楽しくも変わること

に気づけました。�

人間性はなかなか変えられないが、カタチ（言

葉・行動・表情）はすぐに変えられる。明日か

ら「自らあいさつ」「笑顔で元気にあいさつ」を

実践し、職場を変えていきたい。�

受
講
し
た
職
員
の
感
想
（
抜
粋
）

第3回の人間力向上研修は、
リモートで開催

職員研修特集 Ⅰ 全体職員研修

福祉サービスのスキルとモラルを磨く
　　　　　　「福祉人財人間力向上研修」
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社
会
福
祉
法
人
い
た
る
セ
ン
タ
ー
で

は
、
新
た
に
入
職
し
た
新
卒
職
員
を
対

象
に
集
合
研
修
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今

年
度
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
拡
大
の
影
響
に
よ
り
、
基
礎
社
会
人

研
修
（
リ
モ
ー
ト
研
修
）
を
6
月
15
日

～
17
日
の
3
日
間
、
集
合
研
修
（
代
々

木
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
）
を
8
月

31
日
～
9
月
4
日
の
5
日
間
、
障
害
基

礎
研
修
・
虐
待
防
止
研
修
（
す
ま
い
る

高
井
戸
）を
9
月
11
日
に
行
い
ま
し
た
。

今
年
度
の
研
修
対
象
者
は
8
名
で
、

仮
配
属
を
経
て
、
阿
佐
谷
福
祉
工
房
、

目
黒
本
町
福
祉
工
房
、
イ
タ
ー
ル
成
城

（
生
活
介
護
・
バ
ン
ブ
ル
）、
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
事
業
部
ク
ロ
ー
バ
ー
に
正
式
に

配
属
さ
れ
て
い
ま
す
。
基
礎
社
会
人
研

修
と
集
合
研
修
で
は
、
社
会
人
と
し
て

の
マ
ナ
ー
や
日
常
の
基
本
、自
己
覚
知
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
や
チ
ー
ム
・
ビ

ル
デ
ィ
ン
グ
な
ど
に
つ
い
て
学
び
ま
し

た
。
講
師
は
、
元
法
人
職
員
で
現
在
は

株
式
会
社
エ
ス
・
イ
ー
・
ア
イ
代
表
の

吉
田
省
三
氏
に
お
務
め
い
た
だ
き
ま
し

た
。
さ
ら
に
、
障
害
基
礎
研
修
と
虐
待

防
止
研
修
に
つ
い
て
は
、
障
害
者
地
域

相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
・
す
ま
い
る
高
井

戸
所
長
の
春
山
陽
子
氏
に
担
当
い
た
だ

き
、
主
に
虐
待
防
止
に
つ
い
て
の
講
義

と
ピ
ア
相
談
員
（
障
が
い
を
持
つ
当
事

者
自
身
が
お
互
い
に
平
等
な
立
場
で
話

を
聞
き
合
い
、
き
め
細
か
な
サ
ポ
ー
ト

に
よ
っ
て
、
地
域
で
の
自
立
生
活
を
実

現
す
る
手
助
け
を
行
う
）
2
名
の
お
話

を
伺
い
、
障
が
い
者
支
援
の
基
本
を
学

び
ま
し
た
。

代々木オリンピックセンターでの吉田氏の講義。
8名の新卒職員が参加中

SDGsのカードゲーム研修、社会的価値のある 
地球規模の施策から、社会福祉を考えます

今回の5日間の研修を通し、明確

な目標設定の大切さを学びました。

日常生活、日常業務の中で自分な

りの明確な目標設定をすることで、

そこに到達するためのルートも明

確に見えることが分かりました。�

ピア相談員に関してはほぼ知識がなかったの

ですが、当事者であることの強みを感じました。

障がい者のモノサシを障がい者で測ってもい

い、という言葉にはとても共感でき、健常者と

しての常識と障がい者としての常識に差がある

ことや認識の違いを改めて理解し、受容してい

くことの大切さを考えさせられました。�

この研修を通して、自分で思っ

ていた自身の性格や雰囲気が、

実はコミュニケーションを行う上

で「強み」として活かせること、

多くの人とのチーム意識がなけ

れば、仕事は上手く進まないこ

とに気付くことができました。�

自分の中に無意識のうちに作った枠組みを、ど

れだけ柔らかくできるかが今後の課題となりま

した。この枠組みが強固だと、固定概念を当

たり前、当然、常識と捉えてしまい、そこから

抜け出すことに強い拒否を覚え、反発してしま

うのだと考えられます。�

本日の研修では「ピア相談員の重要性と可能性」を感じ

ました。実際にピア相談員のお話を伺い、ピア相談員

の強みに「同じような経験をしていること」や「同じ当事

者であること」があり、共感ができる部分が多いという

ことを知りました。自身にできることは「当事者の方の意

見を聞く機会を多く持つこと」であり、多くの当事者の

方と出会い、様々な困難さがあることを知るという体験

をしていきたいと思います。�

5日間の研修で学んだことを活かせるよ

う、自分の感じたことや思ったことを具

体的に伝えるよう意識しました。伝え

る相手を意識してみて、以前よりも自信

が持てるようになったと感じました。と

ても充実した新人研修でした。�

私はこの仕事をしていて、支援員が一番気を付けなければな

らないことは「虐待」だと思います。事例検討をやり、改め

て虐待とは何かをもう一度考えなければならないと感じまし

た。私自身が虐待をしないことはもちろんですが、虐待に気

が付いているのにそのままにしておくことも、虐待をしている

ことになるので、絶対に見逃さないようにしようと思います。

受
講
し
た
職
員
の
感
想
（
抜
粋
）

職場では受け身の姿勢が多かっ

たのですが、研修を通して自発

的に発言でき、積極的にセッショ

ンに参加できるようになりまし

た。同じ職場で働くスタッフと

連携を深め、今後に活かしてい

きたいと思います。�

私は今回この研修を受けて、自分の

弱みと改めて向き合うことができたと

感じています。�

普段なかなか自己分析をする機会が

ないので、良い機会になりました。

コミュニケーションにおける自分の短

所と向き合いながら、これから仕事

に取り組んでいきたいと思います。

職員研修特集 Ⅱ 新卒職員研修

「基礎社会人研修・
　　　　障害基礎研修・虐待防止研修」
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ご意見・ご感想がござい
ま し た ら、 上 記 のFAX、
Eメール等でお声をお寄
せ下さい。
いたる広報委員まで。

※�現在、新型コロナウイルス感染症拡
大にともない、ツアー日程が流動的
になっています。ご希望・ご参加・
お問い合わせについては、法人本部・
採用担当：山本義彦までご連絡を�
お願いいたします。

電話：03-3392-7346　 
採用担当：山本義彦・樋口まで

法人見学ツアーについて 救急業務協力者として、
東京消防庁・救急部長より感謝状

9月9日（救急の日）、荻窪消防署において、社会福祉法人いたるセンターが救
急業務協力者として表彰されました。当法人では、定期的に「救命講習」を全
体職員研修として実施し、職員は救命技能認定証を保持しています。こうした
救急業務への実績が認められ、今回の表彰となりました。今後も、地域福祉の
一環として、当講習の受講を継続していきたいと思います。

社
会
福
祉
法
人
い
た
る
セ
ン

タ
ー
の
就
労
継
続
支
援
A
型
事
業

所
「
パ
ン
工
房

プ
ク
プ
ク
」

は
、
三
鷹
の
高

級
食
パ
ン
専

門
店
「
ぷ
く
ぷ

く
食
麺
麭
」
に

食
パ
ン
を
卸

し
て
い
ま
す
。

「
ぷ
く
ぷ
く
食

麺
麭
」
で
は
、

賞
味
期
限
が

社
会
福
祉
法
人
杉
並
区
社
会
福

祉
協
議
会
・
地
域
支
援
課
・
地
域

福
祉
推
進
係
様
よ
り
、
地
域
の
皆

様
か
ら
社
会
貢
献
の
た
め
に
有
効

活
用
し
て
ほ
し
い
と
い
う
、
地
域

コ
ー
ル
消
毒
液
と
マ
ス
ク
を
ご
寄
付

い
た
だ
き
ま
し
た
。
大
切
に
使
用
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

残
っ
た
売
れ
残
り
商
品
の
有
効

活
用
を
模
索
し
、
地
域
の
子
ど

も
食
堂
や
福
祉
団

体
へ
の
寄
付
を
ス

タ
ー
ト
。
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
拡
大
に
と
も
な

う
家
庭
や
貧
困
の

問
題
に
加
え
、
食
品

廃
棄
に
よ
る
ゴ
ミ

や
フ
ー
ド
ロ
ス
問

題
の
解
決
に
努
め

て
い
ま
す
。

の
皆
様
か
ら
提
供
さ
れ
た
マ
ス
ク
を
、

ご
寄
付
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ハ
ン
ド

メ
イ
ド
の
か
わ
い
い
マ
ス
ク
等
も
あ

り
、
早
速
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
ご

利
用
者
様
が
着
用
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

ま
た
、
ア

メ
ー
バ
経

営
の
指
導

で
お
世
話

に
な
っ
て

い
る
京
セ

ラ
株
式
会

社
様
か
ら

は
、
ア
ル

マ
ス
ク
や
ア
ル
コ
ー
ル
消
毒
液
を
い
た
だ
き
ま
し
た
！

�

杉
並
区
社
会
福
祉
協
議
会
様
・
京
セ
ラ
株
式
会
社
様

ご
寄
付
の
お
礼

荻窪消防署長より感謝状を伝達される谷山哲浩理事長

多くの地域の社会貢献活動を行う団体に、
パン工房プクプクの食パンが役立てられます

地
域
の
子
ど
も
食
堂
や
福
祉
団
体
に
、
食
パ
ン
を
無
償
提
供

�

パ
ン
工
房
プ
ク
プ
ク
・
ぷ
く
ぷ
く
食
麺
麭

京セラ株式会社様より、アルコール消毒
液＆マスクをご寄付いただきました

杉並区社会福祉協議会様より、
大量のマスクをご寄付いただきました

グループホームのご利用者様が、
ハンドメイドのマスクを着用中


